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あまりにも性急すぎる宮津市立養老小学校の再編統合の見直しを求める緊急要望書 

 １月 17 日宮津市教育委員会が、宮津市立養老小学校を今年４月から府中小学校に統合

すると発表したことに対し、保護者や地域住民から「あまりにも性急すぎる」と怒りの声

が上がっています。「「再編計画」をめぐっては、５年以上にわたって教育委員会、地域、保

護者で協議が続けられてきたもので、昨年 12 月時点で市教育委員会は、「「統合について保

護者と協議を続けているが、まだ決定しない」と回答していたものです。 

保護者からは再編決定を受けて、宮津市教育委員会に対し１月 18 日付けで「養老小学

校再編に関する要望書」が提出され、「２か月後の統合では時間がなく、子どもたちへの影

響が心配、せめて１年の延期を」と申し入れをされたものの、保護者の疑問や不安にも答

えず、これから就学予定の保育園児保護者には十分な説明がないなど、地域住民への説明

と同意を得ないまま、「再編計画」を決定したやり方は到底認められません。 

また宮津市教育委員会は、2019 年 12 月養老小学校の統合に関する意見交換会を開き、

翌 2020 年 10 月には在学・就学前のアンケートを実施した結果、統合に対し「反対」が多

かったことから養老小学校の存続を決定し、同年の 12 月宮津市議会では、教育委員会次

長が「保護者に、再編についての考え方が地域で変わっているかお伺いはさせていただく

が、積極的な協議の再開は考えていない」と答弁していたものです。ところがその直後の

2021 年度に、宮津市教育委員会は、同校児童の一部を府中小学校への「区域外通学」を承

認しました。その責任は教育委員会にあるにもかかわらず、それを棚上げにし、「児童数が

6人になるから」再編するというのは筋が通りません。  

宮津市教育委員会は、「「区域外通学」を認める理由として「教育的配慮」を上げられまし

たが、それならば「「養老小学校に通いたい」という児童にも、「「教育的配慮」の観点からそ

の教育を保障しなければなりません。 

３学期がすでに始まり、１年間の学習のまとめを行い、新学年での学習に向けて期待を

膨らませていくこの時期に、４月から自分たちの学校がなくなるとの知らせを聞いた子ど

もたちの驚きと不安はいかばかりかと、察するに余りあります。宮津市の子どもたちが、

安心して通える学校づくりのために、宮津市教育委員会におかれては、保護者・子どもた

ち、地域住民の方々の声に耳を傾け、協議を継続されるよう、京都府教育委員会として宮

津市教育委員会に対し、適切な助言を行うよう強く要望します。 

以上 


